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　12月16日、雄物川民家苑・木戸五郎兵衛村
で昔ながらの年末年始行事を楽しむ催しが開
かれました。しめ飾り作りや正月の飾りつけ
などが行われ、最後に杵（きね）と臼（うす）を
使った餅つきが披露されました。

新たな気持ちで新年を
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▼
２
０
１
０
年
を
振
り
返
っ
て

　
秋
田
初
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
始
動
し
、
今
ま

で
の
人
生
の
中
で
一
番
忙
し
い
年
で
し
た
が
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ

ピ
ネ
ッ
ツ
・
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
歩
み
出
し
た
生

涯
心
に
残
る
１
年
で
し
た
。

▼
２
０
１
１
年
へ
の
意
気
込
み

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
１
分
１
秒
で

も
長
く
コ
ー
ト
に
立
つ
こ
と
。
そ
し
て
、
若
い
選
手
た
ち
を
育
て

な
が
ら
も
、
新
規
参
入
チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
オ
フ
を
狙
い
ま
す
。

▼
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

横
手
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
注
目
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
年
に
し
ま
し
ょ
う
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平鹿中学校が全国大会で銀賞
マーチング・バトンで市内勢が好成績

横手の元気印

十文字第一小学校バトン部
第39回マーチングバンド・バトントワーリング東北大会出場

吉田小学校スクールバンド
第29回全日本小学校バンドフェスティバル東北大会 銀賞

ｂｊリーグ　秋田ノーザンハピネッツ

長谷川　誠 さん（旧雄物川町出身）
ポイントガード／186cm・85kg／1971年4月2日生まれ（39歳）

能代工業高校時代は、１年からインターハイ、国体、ウインターカッ
プに出場し、タイトル獲得に貢献。日本大学では４年時に大学三冠を
経験。1995年福岡ユニバーシアード大会で活躍し、日本を準優勝（過
去最高成績）に導く。日本リーグの松下電器、ゼクセルを経て2000年
アメリカ独立リーグＡＢＡ入りを果たし、男子バスケ日本人初の海外
プロリーグ選手となる。日本リーグいすゞ自動車、ｂｊリーグ新潟ア
ルビレックスを経て、10年、県内初のプロバスケットボールチーム・
秋田ノーザンハピネッツのプレイングマネージャーに就任。

Ｖプレミアリーグ　パナソニック パンサーズ

宇佐美 大輔 さん（旧雄物川町出身）
セッター／184cm・83kg／1979年3月29日生まれ（31歳）

雄物川中、雄物川高校時代はバレーボール部のアタッカーとして活躍。
東海大学時代にセッターに転向し、2001年に日本代表に初選出される。
全日本の司令塔として03年、07年のワールドカップ、04年アテネ五輪、
08年北京五輪などに出場。09年ワールドグランドチャンピオンズカッ
プでは日本男子32年ぶりの銅メダル獲得に貢献。10年は広州アジア大
会で16年ぶりの優勝を牽引。ＶリーグＮＥＣブルーロケッツを経て、
06年からＶプレミアリーグ・パナソニックパンサーズに所属し、09年全
日本選手権優勝、10年リーグ制覇、黒鷲選手権３連覇などに貢献。

Ｃ ＡＫＩＴＡ ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＨＡＰＰＩＮＥＴＳ／ｂｊ－ｌｅａｇｕｅ

HHHaaaaHaHHaHHaHssssasaasaasaeeeesessessesggggegeegeege aaagaggaggag wwaaaMMMMMMaMaaMaaMa aaakkkakaakaaka o-o-UUsssaaaasassassasmmmmamaama iiimimmimDDDiDiiDiiDimimDmim aaaaiiiaiaaiassssasaisiisiaiasaiaaiasaiaaiasaiauuuuusussussussussus kkkukuuku ee

2011年新春

ふるさとへの　メッセージ
2010年（平成22年）に、スポーツを通じて私た　　ちに夢と感動を与えてくださったお二人から、
〝ふるさと〟横手と市民のみなさんへの熱い　　メッセージをいただきました。
2011年もお二人の活躍が私たちの励みとなる　　よう、さらなるご活躍をお祈りします。

平鹿中学校吹奏楽部　第23回全日本マーチングコンテスト東北大会　金賞
　　　　　　　　　　第23回全日本マーチングコンテスト　　　　　銀賞

　
９
月
26
日
に
、
東
北
大
会
の
県
予
選
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
第
33
回

秋
田
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
郷
大
会
で
、
平
鹿
中
学
校
吹

奏
楽
部
と
吉
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
十
文
字
第
一
小
学
校
バ

ト
ン
部
が
、
東
北
大
会
へ
の
出
場
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

　
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会
（
10
月
24
日
・
仙
台
市
）
で

は
、
平
鹿
中
学
校
が
金
賞
、
吉
田
小
学
校
が
銀
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に

平
鹿
中
学
校
は
東
北
代
表
と
し
て
11
月
21
日
に
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
全
日
本
大
会
に
初
出
場
を
果
た
し
、
息
の
合
っ
た
演
奏
・

演
技
を
披
露
し
て
銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

【写真提供：株式会社フォトライフ】

【写真提供：株式会社エーコーフィルムプロダクション】

笑
顔
を
忘
れ
ず
前
を
向
い
て

　
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
瞬
間
を

「
も
う
一
度
み
ん
な
で
演
技
で
き
る
こ
と
の

嬉
し
さ
と
、
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
こ

み
上
げ
て
き
た
」
と
振
り
返
る
部
員
の
皆
さ

ん
。
全
国
大
会
で
の
演
奏
・
演
技
に
つ
い
て

は
、
「
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
で
き
る
最
後
の
舞

台
。
楽
し
く
笑
顔
で
、
今
で
き
る
最
高
の
も

の
を
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
が
ん
ば
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
12
月
で
引
退
し
た
前
部
長
の
佐
藤
綾
さ
ん

は
「
練
習
は
大
変
で
涙
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
努
力
の
先
に
見

え
る
も
の
を
み
ん
な
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
前
を
向
い
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
後
輩
た

ち
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

【写真提供：株式会社フォトクリエイト】

前部長（３年）
佐藤 綾さん

全国大会で見せた平鹿中吹奏楽部の堂々たる演技

【写真提供：株式会社エーコーフィルムプロダクション】

写真提供：Ｖプレミアリーグ パナソニックパンサーズ
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状
況

市議会12月定例会　市長所信説明・補正予算

所
信
説
明
か
ら（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

所
信
説
明
か
ら（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

■
稲
作
経
営
等
緊
急
支
援
資
金
の

　
創
設

　
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

の
交
付
金
の
支
払
い
予
定
が
12
月

中
と
な
り
、
農
家
の
農
業
収
入
の

減
収
へ
の
緊
急
支
援
策
と
し
て
、

借
入
金
の
返
済
の
た
め
金
融
機
関

か
ら
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
農
家

に
対
し
、
利
子
補
給
を
行
う
『
稲

作
経
営
等
緊
急
支
援
資
金
』
を
創

設
し
、
10
月
20
日
か
ら
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
11
月
10
日
現
在
、

２
０
３
件
の
利
用
が
あ
り
貸
付
額

は
１
億
６
，
８
５
４
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
秋
田
地
方
法
務
局
横
手
支
局
の

　
統
廃
合

　
秋
田
地
方
法
務
局
横
手
支
局
が

平
成
23
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
、
大

曲
支
局
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
急
激
な
低

下
を
避
け
る
た
め
、
不
動
産
登
記

や
商
業
・
法
人
登
記
の
証
明
書
の

発
行
を
か
ま
く
ら
館
で
行
え
る
よ

う
、
証
明
書
発
行
請
求
機
の
設
置

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
の
人
権
相
談
に
つ
い

て
も
、
市
役
所
庁
舎
で
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
企
業
の
市
内
進
出

　
８
月
に
東
京
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
ゴ
ッ
ド
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ズ
が

市
内
に
進
出
。
同
社
は
平
成
21
年

に
設
立
さ
れ
た
衣
類
の
製
造
や
販

売
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
、
平
鹿

地
域
の
空
き
工
場
を
活
用
し
、
デ

ニ
ム
の
縫
製
を
行
う
も
の
で
す
。

同
じ
く
東
京
に
本
社
を
置
く
並
木

精
密
宝
石
株
式
会
社
も
市
内
に
進

出
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
文
字
地

域
の
空
き
工
場
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
用
サ
フ
ァ
イ
ヤ
素
材
や
同
基
板

の
製
造
を
行
う
た
め
年
内
に
操
業

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

協働
　　　元気回復
協働の推進により
地域の元気回復へ

市議会12月定例会
市長所信説明

　横手市議会12月定例会が11月25日から12月15日までの日程で
開催されました。開会にあたり、五十嵐市長が行った所信説明
の中から、主な内容を抜粋してお知らせします。

（市のホームページに全文を掲載しています）

　横手市議会12月定例会が11月25日から12月15日までの日程で
開催されました。開会にあたり、五十嵐市長が行った所信説明
の中から、主な内容を抜粋してお知らせします。

（市のホームページに全文を掲載しています）

　　
９
月
、
10
月
の
『
よ
こ
て
黄
金

月
間
２
０
１
０
』
で
は
、
市
内
初

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
Ｆ
Ｍ
で
イ
ベ
ン

ト
等
の
状
況
を
生
放
送
す
る
な
ど

新
鮮
な
情
報
も
お
伝
え
し
、
多
く

の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
農
作
物
の
生
育
は
、
春
先
の
低

温
や
夏
の
猛
暑
な
ど
で
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
水
稲
の
作
況
指
数

が
県
南
で
『
や
や
不
良
』
と
な
り
、

米
価
の
低
下
傾
向
に
追
い
討
ち
を

か
け
る
厳
し
い
結
果
で
し
た
。
ま

た
、
菅
首
相
が
交
渉
参
加
に
向
け

て
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る

と
述
べ
た
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
、
原
則

と
し
て
参
加
国
間
の
関
税
を
完
全

撤
廃
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に

参
加
す
れ
ば
我
が
国
の
農
業
は
壊

滅
的
な
影
響
を
受
け
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
貿
易
や

各
種
サ
ー
ビ
ス
で
の
各
国
の
経
済

的
な
障
壁
を
取
り
除
き
、
経
済
成

長
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
農
業

に
つ
い
て
は
国
際
競
争
力
の
強
化

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築

が
不
可
欠
で
す
。
国
は
来
年
６
月

を
め
ど
に
基
本
方
針
を
策
定
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
当
市
の
農
業

政
策
の
方
向
性
を
見
極
め
る
た
め
、

早
急
な
提
示
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
低
迷

な
ど
厳
し
い
状
況
は
ま
だ
続
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
地
域
の
元

気
回
復
の
た
め
、
今
後
も
市
民
の

皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、
工
夫
を

凝
ら
し
て
行
政
運
営
を
進
め
、
産

業
の
振
興
、
雇
用
の
確
保
、
観
光

資
源
の
創
出
な
ど
を
念
頭
に
、
市

民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
第
１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換

　
会
の
開
催
決
定

　
10
月
30
日
〜
11
月
５
日
に
、
北

秋
田
市
で
第
１
３
３
回
秋
田
県
種

苗
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
秋
田
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
理
事
会
で
、

平
成
23
年
度
の
第
１
３
４
回
種
苗

交
換
会
が
、
当
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

す
で
に
産
業
経
済
部
に
種
苗
交
換

会
準
備
担
当
を
設
置
し
て
お
り
、

『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』

と
『
産
地
収
益
力
向
上
』
を
推
進

す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
種
苗
交
換
会
の
開
催

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
障
害
者
支
援
施
設
の
改
修
事
業

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
体

系
移
行
の
一
環
と
し
て
、
障
が
い

程
度
の
軽
い
方
々
の
地
域
移
行
を

推
進
す
る
た
め
、
今
年
４
月
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
や
が
し
わ
』
を

開
設
し
、
現
在
は
２
棟
目
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
新
体
系
で
は
障
が

い
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
元

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
平
成
23
年
度
中
に

大
和
更
生
園
は
定
員
を
60
人
か
ら

50
人
と
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

４
人
部
屋
か
ら
２
人
部
屋
へ
の
改

修
を
行
い
ま
す
。
ユ
ー
・
ホ
ッ
プ

ハ
ウ
ス
は
定
員
を
40
人
か
ら
50
人

と
し
、
作
業
所
増
築
の
た
め
、
設

計
業
務
委
託
の
経
費
を
補
正
予
算

に
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
長
寿
祝
金
事
業
の
見
直
し

　
『
長
寿
の
祝
い
』
の
趣
旨
は
、

敬
老
思
想
の
普
及
啓
発
と
祝
意
を

表
す
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
祝

金
に
つ
い
て
は
減
額
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
、
現
在
50
万
円
と

し
て
い
る
百
歳
の
方
へ
の
祝
金
を
、

平
成
23
年
度
は
30
万
円
、
24
年
度

以
降
は
10
万
円
に
、
88
歳
の
祝
金

は
３
万
円
か
ら
23
年
度
は
２
万
円
、

24
年
度
以
降
は
１
万
円
と
す
る
条

例
改
正
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
事
業
拡
大
や
新
規

事
業
の
要
望
が
多
く
、
住
民
ニ
ー

ズ
も
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
源
の
効

率
的
な
運
用
を
図
り
な
が
ら
事
業

の
優
先
順
位
を
見
極
め
、
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
定
住
自
立
圏
形
成
方
針

将
来
の
人
口
減
少
を
見
据
え
、

地
域
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
、

市
制
施
行
５
周
年
式
典
に
併
せ
て

定
住
自
立
圏
構
想
の
『
中
心
市
宣

言
』
を
行
っ
て
お
り
、
今
議
会
に

『
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
』
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
こ
の
形
成
方
針

で
は
『
生
活
機
能
強
化
に
係
る
政

策
分
野
』
『
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
』

『
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強

化
に
係
る
政
策
分
野
』
に
つ
い
て
、

取
り
組
み
概
要
と
各
地
域
の
役
割

を
定
め
、
今
年
度
末
ま
で
に
具
体

的
な
事
業
内
容
を
記
載
し
た
『
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

■
本
庁
機
能
集
約
化
お
よ
び
県
と

の
機
能
合
体

本
庁
機
能
の
集
約
化
で
は
補
正

予
算
に
よ
る
庁
舎
改
修
に
着
手
し

て
お
り
、
県
と
の
機
能
合
体
に
つ

い
て
は
平
成
23
年
度
か
ら
産
業
経

済
部
と
建
設
部
建
築
住
宅
課
が
、

県
平
鹿
地
域
振
興
局
庁
舎
で
業
務

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

か
ま
く
ら
館
の
一
部
を
庁
舎
と

し
て
使
用
す
る
た
め
、
同
館
の
利

用
団
体
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
12
月
中
に
横
手
地
域
卸
町
に

移
転
し
、
水
道
庁
舎
は
建
設
部
、

上
下
水
道
部
、
上
下
水
道
部
料
金

収
納
業
務
の
受
託
業
者
が
利
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

来
年
５
月
上
旬
に
は
本
庁
部
局

を
集
約
し
、
県
と
の
機
能
合
体
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
併
せ
て
、

市
民
の
皆
様
の
利
便
性
が
向
上
す

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
ご
み
処
理
統
合
施
設

ご
み
処
理
統
合
施
設
建
設
用
地

は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
提

供
に
基
づ
き
、
横
手
地
域
の
柳
田

字
久
右
エ
門
沼
新
田
付
近
を
最
終

候
補
地
に
決
定
し
ま
し
た
。
周
辺

の
自
治
会
や
各
種
団
体
等
へ
の
説

明
会
を
開
催
し
、
10
月
17
日
に
は

全
市
を
対
象
に
事
業
説
明
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
説
明
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
説
明
責
任
を
果

た
し
、
市
民
の
皆
様
の
要
望
、
意

見
等
を
伺
い
、
施
設
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
十
分
ご
理
解
を
い
た

だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

■
農
産
物
の
収
穫
状
況

水
稲
の
最
終
的
な
作
付
面
積
は

１
０
，
１
４
５
㌶
と
な
り
、
作
況

指
数
は
県
南
で
95
の『
や
や
不
良
』

で
し
た
。
一
等
米
比
率
は
Ｊ
Ａ
秋

田
ふ
る
さ
と
管
内
が
91
・
７
％
、

Ｊ
Ａ
お
も
の
が
わ
管
内
が
68
・
５

％
と
品
質
低
下
が
顕
著
で
し
た
。

カ
メ
ム
シ
被
害
が
原
因
の
約
半
分

を
占
め
て
お
り
、
来
年
度
は
防
除

体
制
の
強
化
と
適
期
防
除
の
徹
底

に
よ
り
、
良
質
米
の
生
産
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

果
樹
で
は
、
全
般
的
に
開
花
期

が
平
年
よ
り
遅
れ
た
た
め
、
果
実

の
小
玉
傾
向
が
見
ら
れ
、
リ
ン
ゴ

の
主
力
品
種
で
あ
る
『
ふ
じ
』
も

同
様
で
、
収
穫
量
も
落
ち
込
ん
で

お
り
、
果
樹
農
家
の
所
得
の
減
少

を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

■
緊
急
雇
用
経
済
対
策

９
月
末
現
在
の
有
効
求
人
倍
率

は
０
・
３
８
倍
と
、
昨
年
よ
り
は

回
復
傾
向
な
が
ら
、
依
然
低
水
準

で
推
移
し
、
今
年
度
の
高
卒
就
職

希
望
者
２
２
８
人
の
う
ち
、
県
内

へ
の
就
職
希
望
者
１
１
０
人
の
内

定
は
33
人
に
留
ま
る
厳
し
い
状
況

で
す
。
国
の
緊
急
雇
用
創
出
臨
時

対
策
基
金
事
業
は
、
基
金
の
積
み

増
し
と
、
若
年
者
の
雇
用
創
出
の

た
め
年
齢
要
件
が
一
部
緩
和
さ
れ

る
な
ど
見
直
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
雇
用
の
確
保
、
拡
大
の
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

■
除
雪
対
策

11
月
15
日
に
除
雪
対
策
本
部
を

設
置
し
、
今
期
は
『
安
全
な
冬
期

交
通
の
確
保
』
と
『
安
全
で
効
率

的
な
作
業
の
実
施
』
を
重
点
項
目

に
、
徹
底
し
た
安
全
確
認
に
よ
る

作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

県
と
の
機
能
合
体
に
関
連
し
、
例

年
行
っ
て
い
る
除
雪
路
線
の
調
整

に
加
え
、
今
年
度
か
ら
合
同
で
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

■
小
中
学
校
の
統
合

平
成
24
年
度
開
校
予
定
の
横
手

明
峰
中
学
校
は
、
９
月
に
建
物
部

分
の
造
成
工
事
が
完
成
し
、
現
在

は
校
舎
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
の

建
築
工
事
と
、
陸
上
競
技
場
な
ど

の
屋
外
体
育
施
設
部
分
の
造
成
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
開
校
予
定
の
横
手

地
区
統
合
中
学
校
は
、
造
成
や
校

舎
建
築
等
の
設
計
業
務
を
発
注
し
、

来
年
以
降
の
工
事
着
手
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■一般会計補正額　　　　　　　２５億３，９６６万５千円
◎主な補正予算の内容
　●障がい者自立支援給付費････　２億８，２６８万３千円
　●生活保護費････････････････　１億４，５３８万３千円
　●予防接種事業･･････････････････　２，０５７万３千円
　●緊急雇用対策事業･･････････････　１，１０２万３千円
　●まちづくり交付金事業･･････　２億２，００７万３千円
　●横手地区中学校統合事業････　５億７，９９９万７千円
　●ふるさと振興基金積立金････　８億７，４２０万７千円
　●道路災害復旧事業（※１）････････　４，５００万円
■補正後の予算総額　　　　　５３６億９，０６０万４千円

今議会に提案された一般会計補正予算

  

　
12
月
４
日
、
大
森
町
猿
田
の

市
道
猿
田
南
北
線
（
通
称
・
出

羽
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）
に
、
地

す
べ
り
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ

る
亀
裂
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、

同
所
字
知
恵
ヶ
沢
か
ら
夏
見
沢

地
内
ま
で
の
約
７
㌔
の
区
間
が

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
地
す
べ
り
災

害
に
対
す
る
調
査
、
観
測
と
応

急
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
、
今

議
会
に
補
正
予
算（
上
記
※
１
）

を
追
加

提
案
し

て
可
決

さ
れ
ま

し
た
。

 

大
森
猿
田
地
区
で
地
す
べ
り

 

復
旧
事
業
費
を
追
加
提
案

道路上に波状に発生した亀裂
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地域内の行事や風景の写真を使った『十文字ふるさとカレンダー』

　
十
文
字
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
実
践
的
な
活
動
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
取
り
組
み
で
は
、
商

工
会
青
年
部
が
実
施
主
体
と
な
り

開
催
し
た
梨
木
公
園
・
西
原
地
区

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
、
県
道

十
文
字
羽
後
鳥
海
線
沿
線
の
桜
並

木
の
拡
充
を
め
ざ
す
オ
カ
メ
ザ
ク

ラ
の
植
樹
、
地
域
内
の
行
事
や
風

景
の
写
真
を
集
め
た
十
文
字
ふ
る

さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
は
、
地
域
の
良
さ

を
再
確
認
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
地
域
住
民
で

共
有
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

に
、
掲
載
す
る
写
真
を
地

域
住
民
か
ら
広
く
募
集
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
常
に
目
に

す
る
も
の
だ
け
に
、
地
域

の
良
さ
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
、
他
地
区
の
良
さ
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
試
行
的
に

元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り

事
業
予
算
で
１
千
部
を
作
成
し
、

希
望
す
る
地
域
住
民
や
出
身
者
に

無
料
で
配
布
し
た
ほ
か
、
学
校
や

公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
も
掲

示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
地
域
を

見
直
す
こ
と
を
出
発
点
に
、
そ
れ

を
整
理
し
て
形
づ
く
り
、
発
信
す

る
と
い
う
過
程
を
通
じ
て
、
多
く

の
住
民
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ

と
で
地
域
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高

ま
り
や
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
〝
よ
り
多
く
の
住
民
が
参
加
で

き
る
地
域
づ
く
り
〞
に
向
け
て
、

地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
み
、
長
く

継
続
さ
れ
る
取
り
組
み
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

な
り
ま
す
。

　

より多くの住民参加で地域に活力を 十
文
字
地
域
づ
く
り
協
議
会

　このコーナーでは、各地域づくり協議会の活動や地
域づくり計画の基本方針などを紹介しています。３回
目は増田地域づくり協議会と十文字地域づくり協議会
です。

地域づくり協議会探訪

町並みや蔵など地域の資源を活用して行われる『蔵の日』

　
「
言
い
出
し
っ
ぺ
が
汗
を
か
く

覚
悟
で
話
し
合
う
」
こ
れ
が
増
田

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
合
い
言
葉

で
す
。
他
人
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、
当
事
者
意
識
を
み
ん
な
で

持
ち
、
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
前

提
に
会
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
元
か
ら
の
提
案
や
要
望
を
も

と
に
、
早
期
に
実
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
と
時
間
を
か
け
て

検
討
す
る
事
業
に
分
け
、
計
画
を

作
成
中
で
す
。
そ
の
底
辺
に
は
、

４
つ
の
地
域
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が

あ
り
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
増
田
地
区
は
、
町
並
み

と
蔵
を
活
か
し
た
観
光
事

業
や
伝
統
芸
能
の
後
継
者

育
成
。
亀
田
地
区
は
、
果

樹
農
家
の
担
い
手
育
成
。

西
成
瀬
地
区
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
高
血
圧
予
防
対

策
な
ど
の
健
康
づ
く
り
。

狙
半
内
地
区
は
、
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
や
幻
灯
な
ど
自

然
を
活
か
し
た
活
動
を
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
の
減
少
や

高
齢
化
に
と
も
な
う
将
来
の
不
安

を
一
つ
で
も
解
消
す
る
た
め
、
災

害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
集
落
内
に

お
け
る
役
割
を
明
確
に
す
る
、
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な
ど
も
提

案
さ
れ
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
取
り
組
み
を
、
今
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
心
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
地
域
の
活
動
は
自
分

た
ち
の
手
で
進
め
て
い
き
ま
す
。 〝地域の活動は自分たちの手で〟

増
田
地
域
づ
く
り
協
議
会

狙半内地区の『幻灯』

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小
学
校
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

小
学
校
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

陸上競技

バレーボール水泳
栄光

相撲

児
童
た
ち
も
安
心
し
て
登
下
校

国
道
13
号
交
差
点
の
安
全
対
策
工
事
が
完
成

　　
こ
の
ほ
ど
、
国
道
13
号
大
屋
新

町
の
栄
小
学
校
入
り
口
交
差
点
の

安
全
対
策
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
付
近
は
、
栄
小
学
校
の
通

学
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に

冬
期
間
に
追
突
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
住

民
が
国
土
交
通
省
湯
沢
河
川
国
道

事
務
所
に
安
全
対
策
を
要
望
し
た

も
の
で
、
７
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
標
識
や
カ
ラ
ー
舗
装
、
縁
石
の

塗
装
な
ど
で
交
差
点
に
気
付
か
せ

る
対
策
を
実
施
。
児
童
や
通
行
者

の
安
全
確
保
と
事
故
の
減
少
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

安全対策によりカラー舗装された道路
と黄色に塗られた縁石、注意喚起標識

地
域
を
支
え
る
身
近
な
相
談
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

  

12
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
改
選
さ
れ
、
３
１
１
人
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
福
祉
に
関
し
て
活
動

す
る
身
近
な
相
談
員
で
す
。
地
域

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
を
一
緒

に
考
え
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
解
決
に

向
け
て
関
係
機
関
と
連
絡
や
調
整

を
図
り
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
25
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
。
今
回
委
嘱
さ
れ
た

各
地
域
の
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
局
か
ら
回
覧
板
な

ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

栄光

沼沢 亜美さん（左）
阿部 奏絵さん（右）

（増田Jrソフトテニススポ少）

　
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

秋
田
県
中
学
校
秋
季
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横
手
市

か
ら
も
多
く
の
選
手
が
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
各
種
目
で
優
勝
し
た

選
手
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

十
文
字
中

女
子
２
０
０
㍍
自
由
形

高
橋 

成
美
さ
ん

（
横
手
清
陵
学
院
中
）

相
撲
団
体

男子共通砲丸投げ

(雄物川中）
播磨 和貴さん

女子共通200㍍

(横手清陵学院中）
鈴木 結唯さん

女子共通走り幅跳び

(横手清陵学院中）
丹　優歌さん女子共通４×100㍍リレー横手清陵学院中

平
鹿
中

（
平
鹿
中
）

吉
田 

将
太
さ
ん

２
年
個
人
戦

民生委員・児童委員への委嘱状の交付

全県中学新人戦
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募
　集
募
　集 自動販売機を設置する事業者を募集します

　『Ｙ ぷらざ』に飲料の自動販売機を設置する事業者を
募集します。設置場所の貸し付けは入札で決定します。

　

◆入札日時　１月19日（水）午後１時30分
◆入札場所　市役所本庁南庁舎講堂
◆参加申込　１月17日（月）午後５時まで、必要書類を市
　　　　　　駅前公共施設準備室に持参してください。
　　　　　　※参加資格や注意事項、必要書類について
　　　　　　　は市ホームページをご確認ください。
◆問 合 せ　市総務企画部駅前公共施設準備室
　　　　　　（市役所本庁南庁舎内） 　35-2194

【入札物件】　Ｙ ぷらざ内敷地（駅前町１番21号）

※設置する自動販売機は『災害救助型飲料自動販売機』とし、災害
　時における飲料の提供について、市と協定を結ぶものとします。

 番号　 　　場所　　　　 面積 　 最低落札価格（年額）
  １　　１階・階段横　　1.80㎡　　　　52,000円
  ２　　４階・階段横　　1.80㎡　　　　52,000円

２

２

○貸付期間　平成23年４月１日～平成26年３月31日

駅
　前
駅
　前 横手駅前公共公益施設棟『Ｙ ぷらざ』の利用予約を受け付けます

　平成23年４月にオープン予定の横手駅前公共公益施設
棟『Ｙぷらざ』１階と３階の利用予約を受け付けます。
◆受付開始
　【４～７月の利用分】　１月４日（火）午前９時～
　【８月以降の利用分】　２月１日（火）午前９時～
　※以降、利用したい月の６カ月前から予約できます。
◆予約方法
　電話で仮予約の上、申込書に必要事項を記入して提出
　してください。
　※申込書は各地域局地域振興課に備え付けているほか、
　　市ホームページからもダウンロードできます。
　※１階フロアの予約は、５月以降の利用分からです。
◆問 合 せ　市総務企画部地域づくり支援課 　35-2158

◆利用料金（営利目的の利用は、下記金額の２倍です）

階　記　　　　　　　　　　　　利用料金（１時間当たり）
　　号　　

ルーム名（面積）
　　 9：00～18：00 　18：00～22：00

１　　　にぎわい広場（380㎡） 105円　　

階　Ａ　オープンスペース　　　　（130㎡）　　　　　　　　 315円　　　　420円

　　Ｂ　研修室①（68㎡）
　　Ｃ　研修室②（43㎡）

３
　Ｄ　研修室③（91㎡）　　　　　 210円　　　　315円

階　Ｅ　研修室④（40㎡）
　　Ｆ　防音スタジオ（16㎡）
　　Ｇ　市民活動スペースの　　　　一部（164㎡） 無料

２
わいわい

わいわい

２
わいわい

吹抜
エレベーター
ホール

EV EV

WC
WC

WC

市民活動スペース
Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｆ

Ｄ Ｇ Ｅ

市民活動スペースの一般的な
利用は予約不要です

○市民活動スペースは、簡単な打ち合わせや資料づくりなど自由
　に利用できる場所です。パソコンやプリンター、コピー機など
　を備え付けます。小規模な展示会などで一部を利用する場合に
　限り予約が必要で、利用できる日数に制限があります。

※平面図では倉庫や風除室、管理室などの記載を一部省略しています
※２階は児童センター（仮称）などが設置される子育て支援フロア、
　４階は『健康の駅東部トレーニングセンター』が入る健康活動フロ
　アとなります

３階１階

屋外

倉
庫

DS

オープン
スペース

喫茶コーナー喫茶コーナー

厨房

事務スペース

放送大学
再視聴室

廊下

図書・地域情報
コーナー

エレベーター
ホール

EVEV

WC

WC

WC

観
光
情
報

コ
ー
ナ
ー

授乳室授乳室

市内初のコミュニティ放送『よこてにぎわ
いイベントＦＭ』の放送が、12月31日で終
了しました。よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局

こちら、周波数

2010.9.25　　　2010.12.31▼ ▼ ▼

イベント放送が終了
４月には新ＦＭ開局

　横手の元気とにぎわいを毎日発信
し続けた98日間のイベント放送が
終了しました。市民の皆さんには、
このＦＭ放送を楽しんでいただけた
でしょうか？
　コミュニティ放送は、地域内の身近
な情報を発信し〝オラがラジオ〟として聴いてもらえる
情報メディアです。この度、横手商工会議所が中心とな
り12月24日にＦＭ新会社を設立しました。これからも市
民の皆さんにたくさんの情報をお届けし、快適で安全に
生活できるまち、元気で活力ある横手市をつくっていき
たいという願いを第一に取り組んでいきます。
　４月１日の開局を目指して準備を進めていますので、
ぜひご期待ください。

横手コミュニティＦＭ放送局　局長　渡部 尚男　

環
　境
環
　境 ごみ処理統合施設に関する出前説明会

＝みなさんの疑問に分かりやすくお答えします＝
　市が計画している、新しいごみ処理統合施設に関する
出前説明会を実施します。
　説明会の対象者・日時・場所などは、できる限り要望
にお応えできるよう相談のうえ決定します。参加者に制
限は設けておりませんので、町内会や少人数グループな
ど、どなたでもお気軽にお申し込みください。
◆申込み・問合せ
　福祉環境部環境課(大雄庁舎内)　35-2184、　52-2114
　　kankyo@city.yokote.lg.jp

住
　宅
住
　宅 平成22年度 住宅リフォーム補助事業

　12月16日現在の住宅リフォーム補助事業、活用状況を
お知らせします。申請受付終了は１月下旬を想定してい
ますが、予算がなくなりしだい終了となります。申請は
工事着手前に行い、２月末までに工事完了の実績報告が
必要になりますので、早めの申請をお勧めします。
◆申請件数　　 　　917件
◆補助決定額 　126,316千円 ※１件あたり平均補助額137千円
◆補助金残額　　23,684千円
◆問合せ　市建設部建築住宅課(横手庁舎内）　35-2224

【共通事項】第１次選考は提出書類による書類選考、第２次選考は面接試験を予定しています。
　　　　　　詳細は市ホームページで確認してください。

　一般行政職
◆募集職種・人数・職務内容 ※いずれも課長級
【行政改革担当／１人】
　＊市町村合併による特例期限終了を見据えた行財政改
　　革への取り組み
　＊経営品質向上につなげる職員の意識改革、経営革新
　　への取り組み
　＊地域の諸課題解決に向け、住民自らが参加する仕組
　　みづくり
【シティ・プロモーション担当／１人】
　＊市全体の情報発信戦略の構築・推進
　＊市民、企業・団体、行政が一体となった「魅力溢れる
　　横手市」の国内外への売り込み
【マーケティング担当／１人】
　＊マーケティング推進、調査開発
　＊「食」と「農」に関わる産業振興の推進
◆受付期間　12月20日(月)～平成23年１月20日(木)必着

採
　用
採
　用 平成22年度 横手市一般任期付職員の募集を行いますす

　横手市は、地方分権の進展、多様化・専門化する行政ニーズに対応するため、公務部内では得られにくい高度で
専門的な知識経験、または優れた見識のある方を任期を定めて採用します。

◆任期期間
　平成23年４月１日(予定)～平成25年３月31日（２年間）
　※事業状況や職務により最長５年までの延長もあり
　※着任日は応相談
◆申込方法
　①申込用紙と必要書類を人事課へ提出してください。
　②申込用紙は市役所南庁舎に備え付けてあります。ま
　　た、郵便請求の場合は、封筒の表に「一般任期付職
　　員採用試験申込用紙請求」と朱書きし、宛先を明記
　　して120円切手を貼った返信用封筒（角型２号）を同
　　封のうえ、人事課にお送りください。※市ホームペ
　　ージからもダウンロードできます。
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　横手市総務企画部人事課人事研修担当（本庁南庁舎）
　　0182-35-2163、　0182-33-6061

　大森病院職員
◆募集職種・人数・職務内容 ※部長級
【事務局長／１人】
　＊病院事業の経営企画、収支改善、資金計画、人材育
　　成など全般を統括
◆受付期間
　12月20日(月)～平成23年１月14日(金)必着
◆任期期間
　平成23年４月１日(予定)～平成25年３月31日（２年間）
　※事業状況や職務により最長５年までの延長もあり
　※着任日は応相談

◆申込方法
　①申込用紙と必要書類を大森病院へ提出してください。
　②申込用紙は大森病院に備え付けてあります。また、
　　郵便請求の場合は、封筒の表に「一般任期付職員採
　　用試験申込用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して
　　120円切手を貼った返信用封筒（角型２号）を同封の
　　うえ、大森病院にお送りください。※市ホームペー
　　ジからもダウンロードできます。
◆申込み・問合せ
　〒013-0525　横手市大森町字菅生田245-205
　横手市立大森病院事務局総務課
　　0182-26-2141、　0182-26-2974
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みなさんから届いたチーム・プラスＹ『宣言』をご紹介します。
「横手産をまるごと楽しく！おいしく！調理し提供します！」 【居食処 菜豆家】
「横手の旬の食材をできるだけ活用し、安全でおいしい学校給食を提供します！横手の食材を使った学 
 校給食を提供することで、子供たちに横手のおいしさを伝えます！」【大森学校給食センター】
「地産の物を使います！」【おひさまの会】　　　

平成23年度 学童保育利用申込開始のお知らせ

　学童保育（児童クラブ）は子どもたちへの安全な生活の場の提供と健全育成、そして保護者の
みなさんに安心して仕事等を続けていただくことを目的にした施設です。

◆申込方法
　下記担当課に備え付けの申込用紙に記入し、同居の家
　族等の勤務証明を添えて提出してください。
◆申込期間
　１月４日（火）～31日（月）
◆注意事項
　・申し込みが定員を上回った場合、家庭の状況等によ
　　り判断し、学年の低い児童を優先します。
　・同じ小学校区に複数のクラブがある場合は、登録ク
　　ラブを調整させていただくことがあります。

～現在利用中の方も
　　申し込みが必要です～

①免税軽油使用者証
 （すでに交付を受けている方）
②農業委員会の耕作面積の証明書
③農業用生産施設の図面（手書き可）
④使用機械の所有証明書（契約書、納品
　書等。新規および機械を変更した方)
⑤軽油の引取を証明する書類
　（納品書、購入証明書等）
⑥免税軽油の引取および使用状況の報
　告書（会場で記入できます）
⑦誓約書（会場で記入・押印）
⑧秋田県証紙（１件につき400円。新規
　申請、使用者証の更新の方）
⑨印鑑（共同申請の場合、全員の印鑑）

平成23年分 農業用軽油引取税免税証の交付申請を受け付けます

期日

１/18
（火）

１/19
（水）

１/20
（木）

１/25
（火）

１/26
（水）

１/27
（木）

地 域

大  森

十文字
増  田

大  雄

雄物川

平  鹿

横  手
山  内

時   間
 9：30～11：30
13：00～15：00
 9：00～11：30
13：00～15：00
 9：30～11：30
13：00～15：00
 9：30～11：30
13：00～15：00
 9：30～11：30
13：00～15：00

 9：30～11：30

対象地区

大森全域

十文字、三重
植田、睦合、増田全域

田根森、八柏
阿気、田村、新町、宮田

沼館、館合、大沢
福地、里見、谷地

醍醐、下鍋倉、吉田
浅舞、樽見内

横手全域、山内全域

場　　所

大森地域局
３階会議室

十文字地域局
２階第１会議室

大雄農業団地センター
３階大会議室

雄物川地域局
２階大会議室

平鹿生涯学習センター
多目的ホール①

県平鹿地域振興局
１階第１会議室

◆必要な書類

◆問合せ
県平鹿地域振興局県税部課税課　32-0590

◆申請受付日程

◆対象者
　小学４年生までの児童で、放課後や学校休業日に家族  
　が仕事等の理由で家庭にいない児童
◆実施日
　日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
◆時　間
　放課後～午後７時（土曜･学校休業日は午前7時30分から）
◆利用料※複数入所の２人目以降とひとり親家庭の児童は半額
　①通常利用＝月額5,000円
　②長期休みのみ利用＝7,000円×日割計算

　

　
　農業委員会委員の選挙権をお持ちの方は、毎年、市の
選挙管理委員会へ『農業委員会委員選挙人名簿登載申請
書』の提出が必要です。
　該当する方は、市から送付された申請書に必要事項を
記入のうえ、同封の返信用封筒に入れて郵送するか、各
地域局産業建設課へ提出してください。
　なお、該当する方で、まだ市から申請書が届いていな
い場合は、至急、下記へお知らせください。農業委員会
委員の選挙人名簿は、この申請に基づいて作成されます
ので、期限までの申請をお願いします。
◆提出期限　１月10日（月）必着
　　　　　　※土日は各地域局日直担当へ
◆提出方法　各地域局産業建設課へ郵送、または直接提
　　　　　　出ください。
◆問 合 せ　各地域局農業委員会事務局担当
　　　　　　横　手　32-2718、増　田　45-5515
　　　　　　平　鹿　35-2172、雄物川　22-2187
　　　　　　大　森　26-2116、十文字　42-5119
　　　　　　山　内　53-2934、大　雄　52-3913 

農
　業
農
　業 期限までに申請書を提出ください

農業委員会委員の選挙権を有する方は

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／１月24日(月)午前９時～10時30分
◆申込期限／１月19日(水)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　　35-2111（内線1033,1034）

○固定資産税５期　○国民健康保険税７期
○介護保険料７期  ○後期高齢者医療保険料７期
　　　　　※年金天引きでないもの
　　　　　納期限は１月31日です

　◆市税の納付は
　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○固定資産税５期　○国民健康保険税７期
○介護保険料７期  ○後期高齢者医療保険料７期
　　　　　※年金天引きでないもの
　　　　　納期限は１月31日です

　◆市税の納付は
　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

７
14
21
28

６
13
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５
12
19
26

４
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18
25

２
９
16
23
30

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

１月 -January-

　

　
　平成23年１月１日から住民基本台帳カードの交付申請
を行う方は、本人確認書類を２つ以上持参したうえで、
各地域局住民票交付窓口で手続きしてください。なお、
本人確認書類が２つ以上ない方はご相談ください。
　これは、偽造運転免許証で他人になりすまし、住民基
本台帳カードを取得する事件が多発しているため、不正
取得を防ぐための措置です。
◆本人確認書類
　①運転免許証、パスポートなど顔写真付きの官公署発
　　行の証明書など
　②健康保険証、年金手帳など顔写真のない官公署発行
　　の証明書など
◆即日交付
　即日交付を希望する方は、大雄地域局市民福祉課で手
　続きをしてください。この場合、本人確認書類は写真
　付きのもの(①)を含む２つ以上が必要です。
◆問 合 せ
　福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）　35-2176または、
　各地域局市民課・市民福祉課

市民
福祉
市民
福祉 本人確認の方法が変更になります

住民基本台帳カードの交付申請をする方へ

農
　業
農
　業

申込み
１/31（月）
まで

名　　称
学童保育「みなみ」
学童保育「みなみⅡ」(予定) 
学童保育「わんぱく」
学童保育「あさくら」
学童保育「あさくらキッズ」
学童保育「ピノキオ」
学童保育「あさひ」
学童保育「あさひⅡ」（予定）
学童保育「くろかわ」
学童保育「さかえ」
学童保育「すまいるキッズ」
学童保育「ますだキッズ」
浅舞児童クラブ
醍醐児童クラブ
児童クラブ「どんぐりっこ」
沼館学童クラブ
学童保育「おおもり」
第一小なかよし学級
さくらんぼ学級
ひまわり学級
第二小なかよし学級
あおぞら学級
睦小なかよし学級
なかよしクラブ
こどもセンター

実　施　場　所

横手南小学校

わんぱく館
朝倉小学校敷地内
朝倉小学校
朝日が丘児童センター
旭ふれあい館
旧旭郵便局
黒川小学校
さかえ館
増田町総合子育て支援施設
増田町多目的研修センター
浅舞小学校
醍醐小学校
吉田公民館
旧後藤工業（縫製工場跡地）
大森小学校敷地内
十文字文化センター
十文字卓球場
十文字町幸福会館
十文字第二小学校
植田小学校
睦合小学校
山内小学校
大雄子どもセンター

定員
20人
20人
60人
60人
50人
40人
30人
20人
15人
30人
35人
20人
30人
30人
30人
25人
30人
50人
10人
25人
15人
10人
10人
20人
25人

各地域の担当課（申込先）

横手地域局福祉課　32-2710

増田地域局市民福祉課　45-5514

平鹿地域局市民福祉課　24-1114

雄物川地域局市民福祉課　22-2156
大森地域局市民福祉課　26-2115

十文字地域局市民福祉課　42-5113

山内子育て支援センター　53-2172
大雄地域局市民福祉課　52-3905

小学校区

横手南小

朝倉小

旭小

黒川小
栄小

増田小

浅舞小
醍醐小
吉田小
雄物川北小
大森小

十文字第一小

十文字第二小
植田小
睦合小
山内小
阿気小･田根森小
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

高橋　富士子さん
たかはし　ふじこ（34歳・山内）

　
落
ち
着
き
の
あ
る
優
し
い
表
情

で
、
次
女
の
和
ち
ゃ
ん（
５
歳
）と

ほ
ほ
笑
む
富
士
子
さ
ん
は
福
島
県

い
わ
き
市
出
身
で
す
。

　
平
成
14
年
に
夫
の
透
さ
ん
の
実

家
が
あ
る
山
内
地
域
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
凛
ち
ゃ
ん

（
７
歳
）、
和
ち
ゃ
ん
、
穂
ち
ゃ
ん

（
１
歳
）に
恵
ま
れ
、
元
気
な
三
姉

妹
の
マ
マ
と
し
て
子
育
て
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
特
産
の
〝
い
も
の
こ
汁
〞

や
〝
い
ぶ
り
が
っ
こ
〞
が
大
好
き

だ
と
い
う
富
士
子
さ
ん
。
「
地
域

の
い
ぶ
し
小
屋
か
ら
煙
が
上
が
る

と
、
ま
た
こ
の
季
節
が
来
た
ん
だ

な
と
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。
漬
物

ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
漬
け
込
み
の

程
度
や
味
わ
い
方
に
違
い
が
あ
っ

て
面
白
い
で
す
」
と
、
横
手
の
食

文
化
を
気
に
入
っ
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
す
。
い
わ
き
市
で
は
、
揚

げ
物
や
干
物
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と

の
多
い
『
メ
ヒ
カ
リ（
通
称
）』
が

市
の
魚
と
し
て
親
し
ま
れ
、
今
が

ま
さ
に
旬
だ
と
の
こ
と
で
す
。

　
和
ち
ゃ
ん
に
「
ど
ん
な
お
母
さ

ん
？
」
と
尋
ね
る
と
「
怒
る
と
こ

わ
い
よ（
笑
）」
と
冗
談
交
じ
り
に

一
言
。
大
好
き
な
お
母
さ
ん
へ
の

気
持
ち
を
笑
顔
で
表
す
和
ち
ゃ
ん

を
、
優
し
く
見
守
る
富
士
子
さ
ん

の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

思えば
遠くへ
来たもんだ

真田　笑加さん
さなだ　えみか（22歳・平鹿）

　
長
女
の
美
海
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
と
一
緒
に
登

場
し
て
く
れ
た
笑
加
さ
ん
は
、
笑
顔
が
素
敵
な

二
児
の
マ
マ
。
平
成
18
年
に
山
内
地
域
か
ら
平

鹿
地
域
に
嫁
ぎ
、
夫
の
雄
平
さ
ん
を
支
え
な
が

ら
、
長
男
の
空
く
ん
（
３
歳
）
と
美
海
ち
ゃ
ん

の
子
育
て
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
笑
加
さ
ん
の
宝
物
は
家
族
。
「
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
、
真
田
家
は
８
人
の
大
家
族
に
な
り
ま

し
た
。
実
家
の
両
親
な
ど
も
含
め
て
、
家
族
み

ん
な
が
元
気
で
い
ら
れ
る
毎
日
に
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
、
何
よ
り
も
家
族
を
一
番
に
考

え
る
優
し
さ
と
責
任
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
沖

縄
に
旅
行
す
る
の
が
夢
。
夫
が
長
男
に
名
付
け

た
空
と
、
私
が
長
女
に
名
付
け
た
美
し
い
海
を

家
族
み
ん
な
で
見
て
み
た
い
で
す
。
２
人
に
は

広
い
心
で
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

す
笑
加
さ
ん
。
空
く
ん
と
美
海
ち
ゃ
ん
は
笑
加

さ
ん
の
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
と
受
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
真
田
家
に
あ
た
た
か
な
幸
せ
と
、
明
る
い

笑
顔
を
加
え
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。真田さんは、前回
の今川さんからのご紹介です。

み
ゅ
うそ

ら

・

・

た
空
と

私

家
族
み
ん
な

広
い
心
で
の

す
笑
加
さ
ん

さ
ん
の
愛
情

ら
も
真
田
家

笑
顔
を
加
え

・

・

■面積　1,231.35k㎡
■人口　342,534人　 ■世帯　134,165世帯

福島県 いわき市

茨城県

宮城県

栃木県

福島県
太
平
洋

の
ど
か

す
い

り
ん

材料（４人分）
○寒じめホウレンソウ…100g　○ニンジン…50g
○食用菊…20g ○木綿豆腐…1/2丁 ○しらす干し…20g
○白しょうゆ…大さじ１　○白いりゴマ…小さじ１

作り方
①ホウレンソウを茹で細かく切る。ニンジンは千切りに
　して茹でる。食用菊も茹でておく。
②木綿豆腐は適当な大きさに切って、ひと煮立ちさせ、
　キッチンペーパーで軽く絞る。
③しらす干しは、沸騰したお湯に入れ塩抜きする。
④しっかりと水切りした①②③の材料をボールに入れて、
　白しょうゆで和え、器に盛りつけ白いりゴマをふる。

◎今月の紹介者

１月の旬食材   『寒じめホウレンソウ』

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー  67.0kcal
タンパク質   5.1g
脂　　　質   2.3g
塩　    分   0.9g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 1 2

2 3 4 5

2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

横手市食生活改善推進協議会
大森支部
後藤洋子さん（大森）

　身近にある食材で、手軽にでき
るのが一番の魅力です。赤、緑、
黄色の材料で彩りもよく、食欲を
そそります。緑黄色野菜が不足し
ないよう、おかずの一品として、
ぜひ作ってみてください。

1

寒じめホウレンソウの和え物

　大森地域を中心に、
栽培されている寒じめ

ホウレンソウ。無加温のビニー
ルハウスで栽培するため、通常
のホウレンソウより、ビタミン
Ｃや鉄分などの栄養価が増し、
糖度は７度以上のものを出荷し
ます。12月下旬から２月いっぱ
いまで収穫される期間限定品を、
ぜひ食べてみてください。
（JA秋田ふるさと・ほうれんそう施設部会長・成田修一さん）

輪
ゆか
いだ

かたかご会（玉川遠州流）
茶道サークル【山内】 輪

ゆか
いだ

　お客様に対する〝もてなしの心〟を大切にする
茶道。日本の伝統文化に触れる生涯学習として、
多くの方に親しまれています。
　かたかご会は、山内生涯学習センター主催の茶
道教室がきっかけとなり、平成15年に結成。会員
10人が所属し、道の駅さんないでの茶会や流派の
県内外の大会などに向け、毎月２回月曜日の午後
７時から山内公民館で２人の先生の指導のもと、
基本作法を中心に教室を開催しています。
　「茶道の世界は奥が深く、教室に参加する度に
新しい発見があります。茶道だけではなく、着付
けも教わり、今では和服を一人で着られるように
なりました」と笑顔で話す会員の皆さん。
　代表の永沢さんは「茶道を知らない方にも気軽
に楽しんでもらえるよう、横手駅前にオープンす
る〝Ｙ ぷらざ〟でも茶会を開きたいと思ってい
ます」と意気込みを見せていました。
◆問合せ　山内生涯学習センター　53-2187

２
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土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
書

　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
計

画
書
（
第
４
回
変
更
）
を
縦
覧
し
て

い
ま
す
。

◆
期
間
／
１
月
５
日（
水
）～
18
日（
火
）、    

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
場
所
／
市
総
務
企
画
部
総
務
課（
本

　
庁
南
庁
舎
）
、
市
建
設
部
都
市
整

　
備
課
（
十
文
字
庁
舎
）
※
土
日
・

　
祝
日
は
横
手
庁
舎
１
階
日
直
窓
口   

  

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
整
備
課

　  

４
２
‐
５
１
２
０

　
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
　
し
ま
す
　
　

　
市
で
は
、
毎
年
秋
と
冬
の
２
回
、

明
海
大
学
（
千
葉
県
浦
安
市
）
に
通

う
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
か
ま
く
ら
に
合
わ
せ
て
10
人

前
後
の
留
学
生
が
訪
れ
る
予
定
で
、

そ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
日
本
語
を
話
せ
ま
す
の
で
言

葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に

国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
入
期
間
／
２
月
13
日（
日
）～
15

　
日（
火
）の
２
泊
３
日
※
14
日（
月
）

　
は
市
企
画
の
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
募
集
家
族
／
10
家
族
程
度

◆
申
込
期
限
／
１
月
28
日（
金
）

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　
同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室

　  

３
５
‐
２
１
５
８

　
　
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
応
募
が
あ

っ
た
『
平
成
22
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
』
の
県
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
作
品
な
ど
、
優
秀
作
品
30
点
を
展

示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
１
月
７
日(
金)
～
13
日(

木)

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

　  

３
５
‐
２
１
６
１

　
　『
第
５
回
山
内
い
ぶ
り
ん
ピ
ッ

　
　
ク
』
出
場
者
募
集
！

　
い
ぶ
り
が
っ
こ
と
燻
製
食
品
の
美

味
し
さ
を
競
う
『
第
５
回
山
内
い
ぶ

り
ん
ピ
ッ
ク
』
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

部
門
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
日
／
１
月
28
日（
金
）

◆
場
所
／
あ
い
の
の
温
泉
鶴
ヶ
池
荘

◆
要
件
／
大
根
以
外
の
燻
製
食
品

◆
参
加
資
格
／
市
内
外
を
問
わ
ず

◆
申
込
期
限
／
１
月
20
日（
木
）

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
マ
ー
ケ
テ

　
ィ
ン
グ
推
進
課
　
４
５
‐
５
５
３
７

　
　『
初
め
て
の
プ
ー
ル
運
動
教
室
』

　
　
参
加
者
募
集
！                 

　
身
体
機
能
の
向
上
を
目
的
と
し
て

成
人
の
方
を
対
象
に
水
中
歩
行
な
ど

の
運
動
を
行
う
教
室
で
す
。

◆
日
時
／
１
月
22
日（
土
）・
29
日（
土
）、

　
午
前
11
時
～
正
午

◆
場
所
／
雄
物
川
温
泉
え
が
お
の
丘

◆
定
員
／
20
人
※
参
加
費
無
料

◆
申
込
期
限
／
１
月
15
日（
土
）

◆
申
込
み
／
雄
物
川
温
泉
え
が
お
の

　
丘  

２
２
‐
２
２
２
１

　
　
第
８
回
育
児
講
座

　
　『
笑
顔（
絵
が
音
）で
楽
し
も
う
』

　
親
子
で
童
話
や
歌
を
聞
き
、
楽
器

の
音
色
に
触
れ
て
楽
し
み
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
18
日（
火
）午
前
10
時

　
～
午
前
11
時
30
分

◆
場
所
／
ふ
れ
あ
い
館（
十
文
字
町
）

◆
講
師
／
子
育
て
サ
ー
ク
ル
『
ち
び

　
っ
こ
隊
』
・
『
お
は
な
し
ぽ
ぽ
ポ
』

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
保
護
者

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
十
文
字
町
子
育
て
支
援

　
セ
ン
タ
ー  

５
５
‐
２
２
５
５

　
　
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
in
お

　
　
お
も
り
２
０
１
１
　

　
速
さ
を
競
う
『
速
さ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
部
門
』
と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

む『
ゆ
っ
く
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
部
門
』の

２
部
門
が
あ
り
ま
す
。
貸
出
用
の
ス

キ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
22
日(

土)

午
前
８
時

　
30
分
受
付（
午
前
９
時
、
開
会
式
）

◆
場
所
／
大
森
多
目
的
広
場
・
羽
後

　
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
特
設
コ
ー
ス

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
１
月
14
日(

金)

◆
申
込
み
／
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
ー  

２
６
‐
４
０
７
３

　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

【
パ
ソ
コ
ン
・
就
職
支
援
講
習
】

◆
日
時
／
１
月
17
日（
月
）～
１
月
24

　
日（
月
）の
平
日
６
日
間
、午
前
９
時

　
～
午
後
４
時

◆
場
所
／
し
す
て
む
工
房（
外
ノ
目
）

　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
選
考
あ
り

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　  

４
５
‐
３
９
９
０

　
　
横
手
分
校
主
催
『
天
文
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』 

　
天
体
観
測
や
天
文
講
座
な
ど
の
天

文
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
29
日（
土
）午
後
１
時

　
～
４
時
※
参
加
費
無
料

◆
場
所
／
よ
こ
て
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
レ
ス

◆
講
師
／
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
・

　
毛
利
春
治
技
術
専
門
員

◆
定
員
／
30
人
※
電
話
で
の
事
前
申

　
込
み
が
必
要

◆
対
象
／
高
校
生
以
上
で
、
天
文
イ

　
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
興
味
の

　
あ
る
方

◆
申
込
み
／
秋
田
大
学
横
手
分
校

　  
３
８
‐
８
３
０
４

情報～information～
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informationinformation

情 報報
　
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実

　
　
施
に
ご
協
力
を

　
平
成
23
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
が
横
手
高
校
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
当
日
、
横
手
高
校
の
駐
車

場
は
開
放
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
会
場
付

近
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

自
家
用
車
で
の
送
迎
や
路
上
待
機
は

控
え
て
い
た
だ
き
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
試
験

実
施
に
は
静
か
な
環
境
が
必
要
で
す
。

英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
も
あ
り

ま
す
の
で
近
隣
で
の
騒
音
を
控
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
試
験
日
時
／【
１
日
目
】１
月
15
日

　（
土
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　
35
分【
２
日
目
】１
月
16
日（
日
）午

　
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ

　
ャ
ン
パ
ス
学
生
・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

　
ン
チ
ー
ム

　  

０
１
８
４
‐
２
７
‐
２
０
０
０

　
　
不
要
な
カ
レ
ン
ダ
ー
・
書
き
損

　
　
じ
ハ
ガ
キ
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

　
横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
第
28

回
『
国
際
交
流
カ
レ
ン
ダ
ー
を
送
る

会
』
を
開
催
し
ま
す
。
平
和
と
文
化

の
架
け
橋
に
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
か

ら
日
本
色
豊
か
な
も
の
を
選
び
、
海

外
の
団
体
や
子
供
達
に
送
り
ま
す
。

ま
た
、
『
寺
子
屋
運
動
』
と
し
て
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

家
庭
に
余
分
な
カ
レ
ン
ダ
ー
や
書
き

損
じ
ハ
ガ
キ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
１

月
18
日（
火
）ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◆
持
込
場
所
／
横
手
地
域
局
１
階
総

　
合
案
内
窓
口
、
県
南
部
男
女
共
同

　
参
画
セ
ン
タ
ー
、
明
照
保
育
園

◆
問
合
せ
／
横
手
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

　  

３
２
‐
９
６
８
３

　
　
秋
田
県
合
同
就
職
説
明
会

　
　

　
平
成
24
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
で
、
県

内
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
方
へ
の

就
職
説
明
会
で
す
。
県
内
企
業
に
よ

る
会
社
説
明
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員

に
よ
る
就
職
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
一
部
の
企
業
で
は
平
成
23
年
３
月

卒
業
予
定
学
生
、
既
卒
者
も
可

【
東
京
会
場
】

◆
日
時
／
１
月
23
日（
日
）午
後
１
時

　
～
４
時
（
受
付
は
正
午
か
ら
）

◆
場
所
／
ベ
ル
サ
ー
ル
神
保
町
（
東

　
京
都
千
代
田
区
）

【
仙
台
会
場
】

◆
日
時
／
１
月
24
日（
月
）午
後
１
時

　
～
４
時
（
受
付
は
正
午
か
ら
）

◆
場
所
／
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
仙
台

　
市
宮
城
野
区
）

【
秋
田
会
場
】

◆
日
時
／
２
月
24
日（
木
）午
後
１
時

　
～
５
時
（
受
付
は
正
午
か
ら
）

◆
場
所
／
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
県
産
業
労
働
部
雇
用
労

　
働
政
策
課

　  

０
１
８
‐
８
６
０
‐
２
３
３
５

催　
し

お
知

ら
せ

講　
座

講　
座

催　
し

募　
集

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

平成23年 横手市消防出初式日程

増　田
　

十文字

山　内
　

大　森

雄物川

大　雄
　

平　鹿

横　手

１月４日（火）

１月５日（水）

１月５日（水）

１月５日（水）

１月５日（水）

１月５日（水）

１月５日（水）

１月６日（木）

観閲 ふれあいプラザ駐車場    
式典 ふれあいプラザ
観閲 十文字町幸福会館
式典 十文字文化センター
観閲 山内体育館
式典 山内体育館
観閲 大森庁舎前
式典 コミュニティセンター
観閲 雄物川体育館　
式典 雄物川体育館
観閲 大雄庁舎前　
式典 大雄交流研修館
観閲 生涯学習センター前 
式典 生涯学習センター
観閲 中央通り
式典 横手市民会館

13：10
14：30
９：10
10：00
９：15
10：00
９：25
10：00
９：50
10：00
10：15
10：30
13：00
13：40
９：30
10：00

地 域 期 日 時 間 観閲および式典会場

◆問合せ／市総務企画部 危機管理室  35-2195
　　　　　または、各地域局地域振興課

十文字図書館
　

平鹿図書館

かまくら館

大雄公民館

雄物川図書館

大森図書館

山内公民館

ふれあいプラザ

会　場 日　程 休　館

１月７日（金）～10日(月)
　

１月13日（木）～16日(日)

１月20日（木）～23日(日)

１月26日（水）～30日(日)

２月３日（木）～６日(日)

２月10日（木）～13日(日)

２月15日（火）～18日(金)

２月24日（木）～27日(日)

なし
　

なし

なし

27日

なし

なし

なし

なし

◆問合せ／十文字図書館  42-1345または、各図書館

　市立図書館が主催したコンクールの入賞作品と絵画、
短文の入選作品を巡回展示します。

  平成22年度　第５回
  読書に関する作品コンクール巡回日程
  平成22年度　第５回
  読書に関する作品コンクール巡回日程
  平成22年度　第５回
  読書に関する作品コンクール巡回日程

募　
集

募　
集

講　
座

お
知

ら
せ

く
ん

笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい
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地域からのお知らせ 情報～information～

　　　
『第２回子どもの芸術体験ひろば』
　豊かな創造力と人間性を育む、３つの楽しい芸術体験
を行います。一人で複数の体験に参加できます。
●開催日／１月９日(日) ●場所／さかえ館
【マジック入門～不思議いっぱいのマジックに挑戦～】
●時間／午前10時～11時 ●対象／小学生 ●定員／先着
30人 ●参加費／500円
【デコパージュせっけん～オリジナルせっけんを作ろう～】
●時間／午前11時10分～正午　●対象／幼児と保護者、
小学生 ●定員／先着30人 ●参加費／500円 
【忍者参上！～ふろしき一枚で忍者に変身～】
●時間／午後１時～３時 ●対象／小学生 ●参加費／500円 
●定員／先着50人 ●申込み／横手おやこ劇場 　33-0812
（火曜・金曜、午前10時30分～午後２時30分）
　
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【『本荘さしこ会』作品展】 入場無料
●期間／１月９日(日)～２月４日(金)、午前９時～午後５時 
【料理教室】おひなまつり料理
●日時／１月23日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人　●申込期間／１月
２日(日)～16日(日) ●持ち物／エプロン、筆記用具 ●
申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
槻の木光のファンタジー協賛『新春ダンスパーティー』
●日時／１月10日(月・成人の日)午後６時30分～９時 ●
場所／平鹿生涯学習センター ●参加費／1,000円（軽食・
飲み物付） ●申込み／平鹿町社交ダンス愛好会 小松さん 
　24-0153　※当日受付可　
　
『Twitter（ツイッター）無料講習会』初心者大歓迎！
　今、話題のTwitterを始めてみませんか。登録の仕方か
ら無料で説明します。Yokotter（ヨコッター）のホーム
ページもご覧ください。http://yokotter.com/
●日時／１月13日(木)・２月18日（金）、午後７時～　●
場所／ホテルプラザアネックス横手 ●申込期限／開催日
前日まで　●申込み／ＮＰＯ法人Yokotter 高橋さん 　
32-7777（ゆうゆうプラザ内）

絵画の基本を学ぶ『裸婦デッサン会』
●期間／１月14日(金)～１月16日(日)、午前９時30分～
●場所／横手市民会館 ●参加費／１日4,000円（学生3,000
円） ●問合せ／横手デッサン会 掛札さん 　32-5545

自然を愛する皆さんの集い　
●日時／１月16日(日)午後１時開演 ●場所／煉瓦屋(寿
町) ●内容／①講演：ほのぼの山内芝桜園ものがたり ②
歌とギター演奏：田園ホップス～東成瀬はパラダイス～  
●参加費／800円(軽食付) ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811
　
ディンプルアート（ガラスの塗り絵）教室
●日時／１月18日(火)①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／かまくら館 ●参加費／2,000円～（材料代、飲み物
等） ●定員／各回15人程度 ●問合せ／一戸さん 　25-3560
　
横手黒毛和牛を食す会　
●日時／１月21日(金)午後６時30分～　●場所／よこて
シャイニーパレス　●チケット代／5,000円(ドリンク代
別) ●販売／よこてシャイニーパレス、ゆうゆうプラザ  
●問合せ／横手黒毛和牛を食す会 高橋さん 　32-7777
　

idobata plazaidobata plaza
どばたプラザい

種類月日・地域

１月５日(水)
横　手

１月12日(水)
雄物川

１月19日(水)
横　手

実施時間
10：00～12：00
13：00～16：00
10：00～11：20
12：35～13：25
13：50～16：00
10：00～12：00
13：15～16：30

実　施　場　所

イオンスーパーセンター横手南店

西山製作所㈱秋田工場
秋田ナイルス㈱
ＪＡおものがわ本所
平鹿地域振興局庁舎
横手市役所　本庁南庁舎

全血

献血日程

成分

いちのへ
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お出かけ前にご確認ください

診 療所
ご確認ください

休 館日

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　1月5・12日（水）　
　　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　1月5・12日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　1月11日（火）
　　診療時間　13：30～14：30

 
　 
  
　 
　 
　 
　 
 
　 
　 
　 
　 
 
 　
 
 　
 　
 　
 　
 
 　 

 
 　
 
 　
 　
 　
 　　
 
 　
 
 　
 　
 　
 　
 　

横手図書館　　1月1～5・12・19日
増田図書館　  1月1～4・11・17日
平鹿図書館　  1月1～4・11・18日
雄物川図書館　1月1～5・12・19日
大森図書館　　1月1～4・11・18日
十文字図書館　1月1～5・12・19日
山内図書館　　1月1～3・8～10・
　　　　　　　　 15・16日
大雄図書館　　1月1～3・6・10・
　　　　　　　　 13・16・17日
雄物川資料館　1月1・2・3・11・17日
ゆっぷる　　　1月19日

ゆとり館　　　　1月1・4・11・18日
えがおの丘　　　1月3・11・17日
大森健康温泉 　 1月11・17日
ゆとりおん大雄  1月13日
南部シルバーエリア 1月11・17日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　1月1～3・5・10・
　　　　　　　　　 12・19日
　西・南部 　　　1月1～3・8～10・
　　　　　　　　　 15・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　1月11・17日

   

    

  

  

   

  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

   

  

  

  

   

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

   

  

  

  

  

  

   

   

  

   

  

   

   

  

  

  

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 　　
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

    

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
募
集
住
宅
／
県
営
朝
日
が
丘
住
宅

　（
横
手
市
朝
日
が
丘
三
丁
目
）１
戸

　（
２
Ｄ
Ｋ
）

◆
募
集
期
限
／
１
月
11
日（
火
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　
設
部
建
築
課  
３
２
‐
６
２
０
６

    

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

  

　
　
　

　
職
員
採
用
予
定
の
あ
る
福
祉
施
設

や
事
業
所
が
参
加
し
、
人
事
担
当
者

の
個
別
面
談
や
事
務
局
職
員
に
よ
る

福
祉
の
就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
9
日（
水
）午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

◆
対
象
／
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

　
就
職
希
望
者
（
現
在
求
職
中
の
方

　
お
よ
び
平
成
23
年
３
月
卒
業
予
定

　
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
な
ど
）

◆
問
合
せ
／
県
福
祉
保
健
人
材
・
研

　
修
セ
ン
タ
ー

　  

０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
８
８
０

    

グ
ル
ー
プ
で
乗
ろ
う
！

    

秋
田
内
陸
線

　
秋
田
内
陸
線
を
10
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
で
利
用
さ
れ
る
場
合
に
運
賃
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
仲
間
で
誘
い

合
っ
て
お
得
な
旅
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

◆
対
象
／
県
内
の
町
内
会
、
婦
人
会
、

　
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に

　
よ
る
旅
行

◆
助
成
額
／
運
賃
相
当
額
の
２
分
の

　
１
（
片
道
５
０
０
円
を
上
限
）

◆
旅
行
期
間
／
２
月
28
日（
月
）ま
で

◆
問
合
せ
／
県
建
設
交
通
部
建
設
交

　
通
政
策
課

　  

０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
２
８
３

    

働
く
人
と
勤
め
先
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
労
働
者
個
人
と
勤
務
先
と
の
間
で

労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
で
き

な
い
と
き
に
、
専
門
家
が
公
平
な
立

場
か
ら
問
題
の
迅
速
な
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。
労
働
者
個
人
と
事
業

主
ど
ち
ら
か
ら
で
も
、
無
料
で
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
県
労
働
委
員
会

　  

０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
２
８
４

　
　
冬
季
災
害
多
発
注
意
報
発
令
中

　　
冬
季
間
の
労
働
災
害
を
防
止
す
る

た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
路
、
作
業
面
の
除
雪
を
励
行
し  

  

安
全
通
路
を
確
保
す
る
。

・
凍
結
し
た
路
面
等
に
は
、
融
雪
剤

　
を
散
布
し
凍
結
防
止
措
置
を
行
う
。

・
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
内
、
そ
の
出

　
入
口
、日
陰
に
入
る
前
は
減
速
す
る
。

・
自
然
換
気
が
不
十
分
な
場
所
で
は
、

　
発
電
機
・
エ
ン
ジ
ン
な
ど
や
練
炭

　
コ
ン
ロ
は
使
用
し
な
い
。
　

・
屋
根
で
の
雪
下
ろ
し
作
業
時
は
、

　
親
綱
の
設
置
・
安
全
帯
の
着
用
を

　
行
う
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
安
全
衛
生

　
課  

０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
３

募　
集

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

相　
談
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読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
応
募

方
法
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
横
手
市
立
平
鹿
中
が
な
ん

と
栄
誉
の
銀
賞
に
輝
い
た
と
い
う

新
聞
記
事
を
、
横
浜
で
読
め
る
う

れ
し
さ
に
、
つ
い
は
が
き
を
出
し

た
し
だ
い
で
す
。
名
産
品
豊
か
で

学
業
も
優
れ
て
い
る
〝
お
ら
ほ
〞

横
手
の
が
ん
ば
り
ぶ
り
が
遠
く
か

ら
よ
く
分
か
り
ま
す
。

（
高
橋
丈
七
さ
ん
・
横
浜
市
）

　
市
報
で
『
横
手
市
民
歌
』
の
Ｃ

Ｄ
頒
布
の
記
事
を
読
み
、
早
速
買

い
求
め
、
通
勤
時
の
車
中
で
聞
い

て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
混
声

三
部
合
唱
と
２
番
の
歌
詞
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
い

ろ
ん
な
場
面
で
耳
に
す
る
機
会
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
緒
に
口

ず
さ
む
こ
と
が
出
来
た
ら
、
ふ
る

さ
と
横
手
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
歌
に
成

長
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ａ
・
Ｉ
さ
ん
・
58
歳
・
横
手
）

　
東
京
で
の
学
生
時
代
や
社
会
人

時
代
、
出
身
が
秋
田
だ
と
言
う
と
、

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
秋
田

は
美
人
が
多
く
て
い
い
よ
ね
」
と

言
わ
れ
た
も
の
だ
。
ま
た
、
家
族

で
福
島
の
温
泉
に
行
っ
た
時
も
番

頭
の
方
に
、
「
秋
田
の
人
は
本
当

に
綺
麗
で
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら

わ
し
ゃ
秋
田
県
人
に
な
り
た
い
」

と
言
わ
れ
た
。
廻
り
の
女
性
た
ち

を
見
て
も
、
お
も
て
な
し
の
心
、

優
し
い
気
持
ち
を
含
め
て
確
か
に

美
し
い
。
当
然
、
こ
の
こ
と
は
、

秋
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
に
好
条
件
だ

と
思
う
。
女
優
だ
け
で
な
く
、
た

く
さ
ん
の
秋
田
美
人
を
、
そ
し
て

伊
達
男
に
負
け
な
い
秋
田
の
男
性

陣
で
、
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
売

り
込
も
う
『
秀
麗
無
比
な
る
、
美

の
国
　
秋
田
』
を
！
そ
し
て
食
の

宝
庫
も
プ
ラ
ス
で
き
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
を
!!

（
慶
應
最
高
で
や
っ
す
さ
ん
・
46
歳
・
横
手
）

　　
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
『
フ
レ
ッ
シ
ュ
輝
』
と
『
思

え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
』
の
コ

ー
ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
若
い
方
た
ち
の

〝
輝
〞
は
、
な
に
も
の
に
も
か
え

が
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、

『
思
え
ば
…
』
の
コ
ー
ナ
ー
は
人

の
縁
の
不
思
議
を
考
え
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
髙
橋
雄
孝
さ
ん
・
53
歳
・
雄
物
川
）

　
過
日
、
女
性
セ
ン
タ
ー
・
中
央

公
民
館
ま
つ
り
に
出
か
け
、
館
内

に
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
の
力
作

の
数
々
に
魅
了
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
滑
ら
か
な
司
会
に

よ
り
、
踊
り
や
体
操
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
等
々
が
一
年
間
の
集
大
成
と
し

て
披
露
さ
れ
、
若
い
人
ら
に
は
負

け
な
い
横
手
の
熟
女
の
方
々
に
惜

し
み
な
い
拍
手
を
お
り
ま
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん
・
70
歳
・
横
手
）

　
12
月
に
な
っ
た
の
で
、
毎
年
息

子
や
親
戚
に
横
手
市
の
り
ん
ご
を

贈
る
べ
く
頼
ん
で
き
た
。
こ
こ
に

も
猛
暑
の
残
が
い
が
あ
り
、
玉
が

小
さ
い
の
に
、
例
年
よ
り
高
価
だ

と
い
う
。
自
然
現
象
に
左
右
さ
れ

る
第
一
次
産
業
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
と
引
っ
こ
ん
で
ば
か
り
も
い
ら

れ
な
い
。
宇
宙
に
探
査
機
が
飛
ぶ

時
代
な
の
だ
か
ら
、
災
害
に
役
立

つ
ロ
ケ
ッ
ト
は
出
来
な
い
も
の
か

と
考
え
て
し
ま
う
。
棒
ほ
ど
願
え

ば
針
ほ
ど
叶
う
と
故
人
は
言
っ
て

い
る
こ
と
だ
し
…
。

（
お
花
大
好
き
さ
ん
・
80
歳
・
十
文
字
）

　
病
気
か
ら
回
復
し
、
少
し
体
力

を
つ
け
よ
う
か
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
み
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
囲

ま
れ
た
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
頭

上
を
通
り
す
ぎ
る
白
鳥
の
声
に
思

わ
ず
空
を
見
上
げ
て
み
た
り
、
チ

ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
水
の
流
れ
る
音
に

目
を
や
っ
て
み
た
り
。
遠
く
に
連

な
る
山
々
を
眺
め
、
こ
ん
な
に
も

自
然
豊
か
な
所
で
暮
ら
せ
る
あ
り

が
た
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
・
54
歳
・
雄
物
川
）

　
毎
年
、
12
月
に
入
る
と
新
し
い

年
に
む
け
家
計
簿
を
求
め
る
の
が

恒
例
に
な
り
、
店
に
行
っ
て
何
冊

か
の
家
計
簿
を
手
に
取
り
、
記
入

し
や
す
さ
も
値
段
も
ち
ょ
う
ど
手

頃
な
物
が
み
つ
か
り
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
黒
字
に
な
る
か
、
赤
字
に

な
る
か
、
家
計
簿
と
に
ら
め
っ
こ

し
な
が
ら
、
う
ま
く
乗
り
越
え
ら

れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
毎

日
記
入
し
１
カ
月
間
の
支
出
合
計

を
出
す
の
が
楽
し
さ
に
変
わ
る
よ

う
が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
。

（
Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
・
75
歳
・
十
文
字
）

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
「
ハ

タ
ハ
タ
」
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
タ
ハ
タ
を
見
る
と
ま
た
、
こ
の

時
期
に
な
っ
た
の
だ
な
と
実
感
し

ま
す
。
や
は
り
、
秋
田
県
民
に
と

っ
て
ハ
タ
ハ
タ
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
魚
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、

し
ょ
っ
つ
る
鍋
な
ど
郷
土
料
理
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。

（
栗
原
研
さ
ん
・
20
歳
・
大
森
）

　
こ
の
冬
は
、
横
手
駅
東
口
の
よ

こ
て
イ
ー
ス
ト
に
も
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
登
場
し
ま
し
た
。
市
内

各
地
で
輝
く
電
飾
の
よ
う
に
明
る

い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

　
平
成
22
年
は
横

手
市
出
身
の
方
が
、

特
に
活
躍
し
た
年

に
思
え
る
。
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
長
谷
川
誠

選
手
。
ア
ジ
ア
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

宇
佐
美
大
輔
選
手
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
主
題
歌
『
ほ
ん
と
の
き
も
ち
』
を

歌
っ
た
高
橋
優
さ
ん
。
そ
し
て
、
世

界
を
舞
台
に
活
動
す
る
ブ
ロ
ン
ズ
の

Ｃ
ｈ
ｉ
ｈ
ｏ
さ
ん
。
こ
ん
な
凄
い
人

た
ち
が
、
み
ん
な
横
手
の
出
身
だ
な

ん
て
、
な
ん
だ
か
誇
ら
し
い
。
地
元

出
身
者
の
活
躍
は
、
元
気
の
源
に
な

る
。
今
年
は
、
市
報
で
み
な
さ
ん
が

元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
情
報
が
発
信

で
き
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。（
久
和
）

小
林
富
美
子
さ
ん
の

な
す
の
花
ず
し

　
　
　
　
　
　
今
回
『
巧
』
で
ご
紹

　
　
　
　
　
介
し
た
小
林
富
美
子
さ

　
　
　
　
　
ん
が
、
手
間
ひ
ま
を
惜

し
ま
ず
作
っ
て
い
る
横
手
を
代
表
す

る
郷
土
料
理
『
な
す
の
花
ず
し
』
を
、

５
個
入
り
１
パ
ッ
ク
に
し
て
５
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
方
に
プ
レ
ゼ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
し
ま
す
。
甘

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
し
ょ
っ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
が
絶
妙
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〝
巧
〞
の
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ひ
楽
し
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
　
発
行
号「
１
月
１
日
号
」、
郵
便

　
　
　
　
　
　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
必
ず
「
た
よ
り
」
の
文
面
を
添
え
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は
　
１
月
25
日
（
消
印
有
効
）

日本国秋田県横手市

１１
（11/16～12/15日到着分）

（11/16～12/15日到着分）

１１
20112011

ふれあい
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小林 富美子さん（70歳・平鹿）
こばやし　ふみこ
昭和15年、湯沢市生まれ。地元の高校を卒業後、県
内で就職。24歳のとき夫の宏さんと結婚し、平鹿町
浅舞に移り住む。そこで、義母の手ほどきを受けな
がら、伝統の味・浅舞漬けを習得。20年前から独自
でなすの花ずしづくりを始め、今ではイオンスーパ
ーセンター内『安心畑』の人気商品となっている。

なすの花ずし

食卓に彩りを添える一品が
食した人の逸品になるように…

失敗して、失敗して、ようやくできた。
手作りだからこそ出せる味。

　ふたを開けると一面に広がる花々。藍色に染まっ
たナス、鮮やかな黄色い菊に真っ赤な南蛮がアクセ
ントを添える。そこには、横手を代表する漬物の一
つ〝なすの花ずし〟が桶いっぱいに並んでいる。
　義母に浅舞漬けの基礎を教わり、50歳のときに花
ずしと出会った。「こんなに美しい漬物はほかにな
い」と、自分だけのオリジナルの味を探求し始めた。
さらに、材料となるナス・菊・南蛮・もち米はすべ
て自家製のものを使い、素材の良さも追求した。
　花ずしの要は何と言ってもナス。おいしく立派に
育てるには、春先の土づくりが重要になる。また、
夏の下漬け期には塩加減に神経を注ぐ。塩が少ない
と傷みやすく、多いと塩辛くなってしまうからだ。
その年の気候やナスの大きさで分量を変えるため、
巧の経験がモノを言う。秋から冬にかけては砂糖を
加え本漬けする。花ずしづくりは、一年を通して行
うため、気が休まるときはない。しかし「楽しみに
待っている人がいるから、がんばれる。お客さんの
顔が目に浮かぶから」と巧は微笑む。
　毎年、約１万個を漬けるという巧。おいしさの秘
訣を「レシピはあってないようなもの。ナスのでき
に合わせて、ほかの分量を変えているからね。手作
りだからこそ出せる味。機械では出せないでしょ」
と誇らしげに語る。
　11月中旬。「このときが一番緊張する。味だけで
なく、見た目の美しさも大事だからね…」と、静か
に桶を覗き込む。一つ頬張る　　満開に咲く花のよ
うに、満面の笑みを浮かべる巧。その笑顔が、今年
も逸品揃いであることを物語っていた。



【無料相談】  行 … 行政   税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
      法 … 法律（要予約）    心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】 当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

      児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口 32-2111（内線8529）
 ・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法
税

急
児

1/1　201/1　20

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

９日（日）「101匹ワンちゃん　スペシャル・エディション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【80分】
16日（日）「シンデレラ３　戻された時計の針」　　 【74分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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　宇宙規模の夢のある
“ほら話”や世界を揺
るがすようなパフォー
マンスを披露してくれ
る“ほらふき”たちが
集結します。19回目を
迎え、すっかり新春の
恒例イベントとなった
この大会。新春福引大
会も行われますので、
ぜひご来場ください。
◆時　間／13：00～17：00
◆時　所／雄物川コミュニティセンター
◆入場料／コップ１杯の白米をご持参ください
◆問合せ／雄物川生涯学習センター 　22-5535

『受け継ぐ伝統…みら
いへつなぐふるさとの
盆踊り』をテーマに、
市内の盆踊り団体など
が一堂に会します。郷
土の文化を見つめ直し
保存継承の大切さを学
び合うイベントです。
増田地域の小中学生に
よるミュージカルも上
演されますので、ぜひ
ご来場ください。

◆時　間／12：00開演
◆場　所／増田ふれあいプラザ（まんが美術館）
◆内　容／山王丸和恵氏による基調講演、盆踊
　　　　　りの披露・活動紹介、増田地域の小
　　　　　中学生による盆踊りミュージカル
◆入場料／500円
◆チケット・問合せ／増田町観光協会　45-5311
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銀河系宇宙
ほらふき決勝大会
■１月15日（土）
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第５回 秋田
盆おどりサミットin 増田
■１月９日（日）
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　新春のあいさつや情報交換の場として、どなた
でもご参加いただけます。
日　時／１月４日（火）15：30～17：00
場　所／平鹿生涯学習センター 　24-1340
会　費／1,500円（軽食と飲み物）
問合せ／市長公室広報広聴担当 　35-2162

平成23年 横手市新春賀詞交歓会

比叡山神社大松明
 0：00～、比叡山神社（山内筏地区）

 急 市立大森病院 26-2141

 急 市立大森病院 26-2141

 児 平鹿総合病院（無江医師） 32-5124

 急 市立大森病院 26-2141

平成23年 横手市新春賀詞交歓会
 詳しくは本ページ右下

 法 相談予約受付開始（1/26分） 市総務課 35-2161

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 法 横手地域局３階 10：00～12：00／13：00～15：00、

   社協・横手福祉センター 33-8668

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 横手地域局３階

二井山裸参り 19：00～、湯殿山神社（雄物川町二井山地区）

選挙啓発ポスター展 ～13日、詳しくは14ページ

 心 十文字町幸福会館

第５回 秋田盆踊りサミットin増田
 急 復古堂医院（横手） 33-6021

 児 平鹿総合病院（石橋医師） 32-5124

百万遍念仏講 8：30～、山内南郷三ツ屋地区

 急 山﨑医院分院（平鹿） 24-1181

 心 大森コミュニティセンター

 心 雄物川コミュニティセンター

 税 横手地域局３階

 心 増田地区多目的研修センター

 行 横手地域局１階総合案内 13：00～15：00

 行 心 社協・大雄福祉センター

銀河系宇宙 ほらふき決勝大会

たいまつ焼き 18：00～、平鹿町上醍醐・金屋地区

三助稲荷神社梵天奉納
 10：00～、三助稲荷神社（大森町川西地区）

 急 市立横手病院（高橋晶医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 法 十文字町幸福会館

    10：00～12：00、社協・十文字福祉センター 42-5858

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 横手地域局３階20 木
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暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

成人の日

元日


